
『
楊
鴫
暁
筆
』

に
お
け
る

「
本
門
」
を
め
ぐ
っ
て
ー

『
法
華
経
』
重
視
の
姿
勢

小

椋

愛

子

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
前
稿
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
一
を
中
心
に
、
そ
の
論
理
展
開
の
方
法
を
考
察
し

た
。
巻
一
の
各
説
話
が
仏
教
以
外
の
諸
説
を
取
り
込
む
形
で
、
末
尾
を
仏
教
で

統
括
す
る
。
た
と
え
ば
、
標
題
の
事
柄
を
、
諸
宗
、
神
道
・
道
教
・
仏
教
の
説

を
形
態
上
、
並
列
の
形
で
列
挙
し
、
説
明
す
る
が
、
末
尾
の
仏
教
の
説
で
、
列

挙
し
た
他
宗
の
思
想
を
全
て
仏
教
が
内
包
す
る
こ
と
を
示
し
、
仏
教
の
優
位
性

を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
『
法
華
経
』
、
そ
の
中
の
「
法
花
本
門
」
の

思
想
を
も
っ
て
結
論
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
宗
教
間
で
は
、
仏
教
を

優
位
と
し
、
仏
教
の
宗
派
の
中
で
は
、
小
乗
に
対
し
て
大
乗
が
、
と
り
わ
け
『
法

華
経
』
、
そ
の
中
の
「
法
花
本
門
」
の
思
想
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
方
法
が
、
巻
一
の
説
話
配
列
と
相
関
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
巻
二
、

三
の
、
一
見
、
不
規
則
な
説
話
配
列
も
仏
教
で
統
括
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　
『
法
華
経
』
は
、
「
本
迩
二
門
」
と
い
わ
れ
、
天
台
智
顕
は
、
『
法
華
経
』
二
十

　
　
　
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
－
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
－
　
第
三
十
一
号
　
二
〇
〇
六
・
三

　
八
品
の
う
ち
、
前
半
十
四
品
を
、
「
　
門
」
と
す
る
。
「
迩
門
」
は
、
仏
陀
伽
耶

　
で
、
悟
り
を
開
い
た
歴
史
上
の
釈
尊
が
、
四
十
余
年
間
の
教
化
の
本
意
を
う
ち

　
明
け
る
内
容
で
、
全
て
の
人
に
仏
の
知
見
を
開
き
示
し
て
悟
ら
せ
る
内
容
と
な

　
る
。
ま
た
、
「
涌
出
品
」
以
後
の
十
四
品
を
「
本
門
」
と
し
、
こ
こ
で
は
、
歴
史

　
上
の
釈
尊
が
、
実
は
久
遠
の
昔
に
成
道
し
た
仏
で
、
久
遠
の
化
導
を
及
ぼ
し
て

　
き
た
仏
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
る
。
真
の
仏
と
は
、
久
遠
の
昔
、
成
道
し
た

　
も
の
と
し
て
、
釈
尊
が
「
久
遠
実
成
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
部
分
で

　
あ
る
。
こ
の
、
「
本
迩
二
門
」
の
構
想
を
持
つ
『
法
華
経
』
は
、
他
の
経
と
は
、

　
格
段
に
違
う
と
す
る
。
「
本
門
」
が
な
け
れ
ば
、
「
迩
門
」
の
説
は
な
く
、
ま
た
、

　
「
　
門
」
に
よ
っ
て
、
「
本
門
」
が
導
か
れ
る
た
め
、
二
門
に
、
優
劣
は
な
い
と

　
　
　
ヨ
　

　
す
る
。

　
　
但
し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
一
で
は
、
第
一
「
戯
実
」
の
「
ね
も
な
き
物
」
の
例

　
で

　
　
　
又
法
花
経
　
門
の
二
乗
成
仏
も
ね
は
な
か
る
べ
し
。

三
三
－
四
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
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と

　
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー

「
　
門
」
を
例
に
挙
げ
、
第
九
「
教
起
」
で

第
三
十
一
号

　
　
仏
に
な
る
道
は
お
ほ
か
ら
ず
。
只
こ
　
　
門
に
か
ぎ
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
・
以
下
同
）

と
暗
に
「
本
門
」
の
優
位
性
を
強
調
す
る
。
『
法
華
経
』
の
中
で
も
、
「
本
門
」

を
重
視
す
る
。

　
仏
教
で
統
括
す
る
意
図
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
に
あ
る
。
本
稿
は
、
『
法
華

経
』
、
そ
の
中
の
「
法
花
本
門
」
重
視
の
姿
勢
が
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
に
及
ぶ
の

か
を
検
討
し
、
全
体
を
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
、
仏
教
で
統

括
す
る
論
理
展
開
と
の
相
関
を
考
察
す
る
。

　
　
二
、
各
巻
に
お
け
る
『
法
華
経
』
重
視
に
つ
い
て

巻
一
で
は
仏
教
で
統
括
し
な
が
ら
、
と
り
わ
け
、
『
法
華
経
』
、
中
で
も

「
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

花
本
門
」
の
思
想
を
も
っ
て
結
論
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
で

『
法
華
経
』
、
そ
の
中
の
「
法
花
本
門
」
等
の
語
が
ど
の
く
ら
い
使
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。
試
み
に
、
巻
一
を
も
含
め
て
『
法
華
経
』
、
そ
の
中
の
「
本
門
」
、
「
本

門
」
思
想
の
論
拠
と
な
る
「
久
遠
実
成
」
の
語
を
中
心
に
、
『
法
華
経
』
に
関
す

る
語
を
巻
ご
と
に
表
し
た
。
そ
れ
が
次
の
［
表
1
］
で
あ
る
。

　
凡
例

　
　
　
①
『
法
華
経
』
の
中
の
「
本
門
」
に
関
係
す
る
語
を
挙
げ
た
。

　
　
　
②
『
法
華
経
』
の
表
記
は
本
文
に
従
っ
た
。
但
し
、
同
巻
で
、
「
華
」
、

　
　
　
　
「
花
」
と
表
記
が
分
か
れ
る
場
合
は
括
弧
書
き
で
示
す
が
、
一
つ
の
語

　
　
　
　
と
し
て
扱
っ
た
。

　
　
　
③
「
此
経
」
、
「
今
経
」
な
ど
は
、
明
ら
か
に
『
法
華
経
』
と
わ
か
る
場

　
　
　
　
合
の
み
数
に
入
れ
た
。
但
し
、
ど
ち
ら
と
も
判
別
が
付
か
な
い
も
の

　
　
　
　
が
数
例
あ
り
、
そ
れ
を
括
弧
で
括
っ
た
。

一101一

〔
表
1
〕
各
巻
ご
と
の
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語

巻
（
表
題
）

法
華
経
、
法
花
本
門
な
ど
の
語
（
鍵
語
）

総
数

巻
一

法
花
経
　
3
・
爾
前
法
花
　
1
・
法
花
経
　
門
　
1
・
此
経
　
3
・
法
花
本
門
の
心
　
4
・
本
門
の
心
　
1
・
実
大
本
門
の
心
1
・
本
門
の
妙
名
　
1
・
法
花
本
門
　
1

16

巻
二

法
花
経
　
1
・
此
経
　
1
・
法
花
と
申
御
法
　
1
・
久
遠
正
覚
　
1

4

巻
三

法
華
（
花
）
経
　
2
・
此
法
門
　
1
・
法
華
開
顕
　
1

4

巻
四
（
「
相
論
　
上
」
）

法
華
（
花
）
経
　
2
・
法
花
大
乗
の
心
　
1
・
法
華
の
本
　
　
1
・
（
迩
門
ヲ
以
テ
）
本
門
　
1
・
此
経
　
1
・
（
此
経
　
1
）

6
（
7
）

巻
五
（
「
相
論
　
下
」
）

法
華
三
昧
　
1
・
法
華
止
観
　
1
・
（
妙
法
1
）

2
（
3
）



巻
六
（
「
論
宗
　
上
」
）

法
花
同
聞
　
1

1

巻
七
（
「
論
宗
　
中
」
）

法
花
本
　
の
浅
深
1
・
法
花
伝
　
1

2

巻
八
（
「
論
宗
　
下
」
）

本
　
の
浅
深
　
1
・
法
花
　
1
・
法
花
経
　
1
・
止
観
法
花
　
1

4

巻
九
（
「
似
類
　
上
」
）

法
花
自
証
　
1
・
法
花
経
　
3
・
法
華
本
門
の
心
　
1
・
法
花
　
1
・
此
経
　
1
・
法
花
四
要
品
　
1
・
普
門
品
　
1
・
法
華
八
句
の
文
　
1
・
此
文
　
1
・
此
八
句
の
文
　
1
・
　
（
妙
法
　
1
）

12

i
1
3
）

巻
十
（
「
似
類
　
下
」
）

法
華
同
聞
　
1

1

巻
十
一
（
「
知
識
」
）

法
華
信
受
　
1
・
此
御
経
　
1
・
法
華
（
花
）
経
　
3
・
此
宗
　
2
・
法
華
　
1
・
法
華
等
　
1

9

巻
十
二
（
「
因
果
」
）

（
妙
法
　
1
）

（
1
）

巻
十
三
（
「
怨
念
」
）

な
し

0

巻
十
四
（
「
転
変
」
）

（
止
観
行
者
　
1
）
・
法
花
　
1

1
（
2
）

巻
十
五
（
「
食
事
」
）

久
遠
実
成
　
1
・
法
花
問
答
　
1
・
此
妙
音
　
1
・
此
法
味
　
1
・
法
華
八
講
　
1
・
法
花
　
1
・
法
華
真
実
の
妙
文
　
1
・
今
経
　
1
・
法
花
本
門
　
1

9

巻
十
六
（
「
霊
剣
」
）

な
し

0

巻
十
七
（
「
珠
玉
」
）

法
華
の
功
　
1
・
法
花
経
（
の
悟
）
1

2

巻
十
八
（
「
鏡
・
楽
器
」
）

久
遠
実
成
　
1
・
本
門
　
1
・
法
華
（
花
）
清
浄
　
2
・
此
経
　
1

5

巻
十
九
（
「
辞
分
・
仏
語
」
）

法
華
　
3
・
法
華
経
　
6
・
法
華
一
経
　
1
・
法
華
能
結
　
1
・
本
門
久
成
　
1
・
其
経
　
1
・
｛
〈
其
経
の
言
い
換
え
と
し
て
V
無
上
の
法
　
1
・
深
奥
の
法
　
1
・
正
法
　
1
・
妙
法
　
1
｝
／
本
門
1
・
此
御
経
　
1

19

巻
二
十
（
「
同
名
、
異
名
、
未
明
」
）

法
華
（
花
）
経
　
3
・
法
華
　
門
　
1
・
本
門
　
1
・
本
　
の
浅
深
　
1
・
法
花
本
門
の
心
　
1
・
法
華
本
門
　
1
・
是
経
　
1
・
今
経
　
1
・
（
「
爾
前
　
門
の
浄
土
」
の
対
義
語
と
し
て
）
常
住
本
有
の
土
　
1
・
〔
「
法
花
経
」
の
異
名
と
し
て
無
量
義
経
　
1
・
最
勝
修
多
羅
　
1
・
大
方
広
　
1
・
教
苦
薩
法
　
1
・
仏
所
讃
念
　
1
・
一
切
諸
仏
秘
蜜
法
　
1
・
一
切
仏
蔵
　
1
・
一
切
諸
仏
蜜
所
1
・
能
所
一
切
諸
仏
　
1
・
一
切
諸
仏
道
場
　
1
・
一
切
諸
仏
転
法
輪
　
1
・
一
切
諸
仏
堅
固
舎
利
　
1
・
一
切
諸
仏
大
功
方
便
1
・
四
説
一
乗
経
　
1
・
第
一
義
経
　
1
・
六
妙
法
蓮
華
　
1
・
最
上
法
門
　
1
〕

11

{
1
7

巻
廿
一
（
「
居
所
」
）

（「
?
@
の
浄
土
」
の
対
義
語
と
し
て
）
本
門
本
国
土
妙
　
1
・
法
花
　
1
・
法
花
経
　
1
・
本
妙
　
1
・
（
「
爾
前
　
門
に
説
と
こ
ろ
の
浄
土
」
の
対
義
語
と
し
て
）
常
住
不
滅
の
本
土
（
「
本
時
寂
光
本
国
土
」
と
も
）
　
1

5

一100一

『
楊
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
重
視
の
姿
勢
　
（
小
椋
愛
子
）

三
五



愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
一
号

三
六

巻
二
十
二
（
「
草
木
付
香
之
類
」
）

法
花
寺
　
1
・
法
華
寺
伝
　
1
・
法
華
伝
　
1
・
（
「
小
権
迩
」
の
対
と
し
て
）
本
法
　
1
・
法
華
経
　
4
・
法
華
　
1
・
本
門
の
心
　
1
10

巻
二
十
三
（
雑
）

法
華
寺
　
2
・
法
華
の
本
因
本
果
　
1
・
本
門
　
2
・
法
華
大
乗
　
1
・
　
門
両
門
　
1
・
此
経
　
1
（
1
）
・
権
実
　
本
　
1
・
法
華
無
上
の
妙
名
　
1
・
久
遠
常
住
　
1
・
法
花
経
　
1
・
法
花
一
乗
　
1

13

i
1
4
）

　
こ
の
表
か
ら
、
巻
に
よ
り
、
差
は
あ
る
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
に

経
』
に
関
す
る
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
巻
ご
と
の
偏
り
と
、
全
体
の
傾
向

『
法
華

　
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
の
使
用
頻
度
は
各
巻
ご
と
に
異
な
る
。
し
か
し
、
語

の
使
用
が
少
な
い
巻
に
も
、
『
法
華
経
』
、
そ
の
中
の
「
本
門
」
へ
の
強
い
関
心

が
伺
え
る
。
ま
ず
、
巻
六
、
七
、
八
を
検
討
す
る
。
巻
六
、
七
、
八
は
「
論
宗
」

の
表
題
を
付
す
巻
で
、
巻
六
が
天
竺
、
巻
七
が
震
旦
、
巻
八
が
日
本
の
記
述
で

あ
る
。
論
宗
の
名
の
通
り
、
各
説
話
は
宗
教
間
で
優
劣
を
競
う
問
答
の
形
を
と

る
。
巻
六
は
、
「
婆
羅
門
教
」
対
「
仏
教
」
、
「
外
道
」
対
「
僧
」
の
対
立
で
互
い

に
論
争
を
す
る
問
答
形
式
で
、
い
ず
れ
も
、
仏
教
が
優
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ

こ
で
は
仏
教
内
の
宗
派
の
優
劣
で
は
な
く
、
大
き
な
宗
教
間
の
対
立
の
中
で
仏

教
の
優
位
性
を
強
調
す
る
。
但
し
、
巻
の
終
わ
り
に
近
い
、
第
十
一
「
無
垢
友

論
師
」
は
、
こ
の
論
師
は
仏
教
を
学
ん
だ
が
、
大
乗
を
殴
誘
し
た
為
に
、
無
間

地
獄
に
堕
ち
た
話
で
、
小
乗
仏
教
よ
り
大
乗
仏
教
の
正
当
性
を
強
調
す
る
。
巻

七
は
震
旦
部
だ
が
、
こ
こ
で
も
宗
教
間
の
対
立
で
、
道
教
、
儒
教
に
対
し
て
仏

教
が
い
か
に
優
れ
て
い
る
か
を
説
く
。
そ
の
た
め
、
宗
派
の
話
に
は
及
ば
ず
、

『
法
華
経
』
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
巻
の
末
尾
に

　
　
右
震
旦
ノ
儒
釈
並
二
権
実
ノ
興
廃
、
略
シ
テ
以
テ
如
此
。
｝
川

　
　
ー
又
日
域
弘
法
ノ
興
廃
左
二
可
記
。

と
記
す
。
震
旦
、
天
竺
で
は
「
法
花
本
迩
」
の
興
廃
、
変
遷
を
記
し
た
く
と
も
「
其

沙
汰
無
ク
」
記
せ
な
い
と
す
る
。
こ
の
一
文
を
、
巻
の
末
尾
に
付
す
こ
と
で
、

作
者
の
関
心
が
『
法
華
経
』
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
続
く

巻
八
は
、
「
日
域
」
1
1
「
日
本
」
で
、
「
聖
徳
太
子
」
の
話
か
ら
始
ま
る
。
や
は

り
、
物
部
氏
1
1
「
神
道
」
と
、
聖
徳
太
子
1
1
「
仏
教
」
と
い
う
宗
教
間
の
対
立

の
体
を
と
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
よ
り
、

　
　
是
ヨ
リ
日
本
二
仏
法
興
ス
。

と
し
、
日
本
に
仏
法
が
広
ま
っ
た
と
す
る
。
続
い
て

　
　
然
レ
ド
モ
権
実
ノ
起
書
は
未
キ
ラ
く
シ
カ
ラ
ズ
、
、
叱
ヤ
　
、
、
イ
“
、
“
ヲ

　
　
刊
。

と
あ
り
、
『
法
華
経
』
の
「
本
迩
」
を
述
べ
る
段
階
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
一

文
か
ら
も
、
作
者
は
『
法
華
経
』
、
そ
の
中
の
「
法
花
本
　
」
の
思
想
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
第
二
「
伝
教
大
師
」
は
、
「
普
ク
一
代
聖
教
ヲ

披
閲
」
し
た
中
で
も
、
「
法
花
」
を
第
一
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
師
が
、
六

宗
と
権
実
の
優
劣
を
争
っ
た
と
き
に
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汝
等
ガ
依
教
ハ
警
大
乗
ナ
リ
ヤ

と
し
て
、
論
争
に
勝
っ
た
と
し
、
諸
経
の
中
で
の
『
法
華
経
』
の
位
置
、
優
位

性
を
示
す
。
続
く
第
三
「
法
相
与
天
台
」
で
は
、
草
木
成
仏
の
論
議
と
な
る
が
、

末
尾
に
「
草
モ
木
モ
仏
ニ
ナ
ル
ト
聞
ト
キ
ハ
心
有
身
ハ
頼
母
シ
キ
カ
ナ
」
の
和

歌
を
引
く
。
こ
の
和
歌
の
典
拠
は
、
『
法
華
経
直
談
抄
』
で
あ
り
、
『
法
華
経
』

を
論
拠
に
、
天
台
優
位
と
す
る
。
続
く
第
四
「
山
門
与
三
井
」
は
、
『
太
平
記
』

が
典
拠
。
三
摩
耶
戒
壇
を
め
ぐ
る
叡
山
と
三
井
寺
の
対
立
を
記
し
、
三
井
が
つ

い
に
、
そ
れ
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
、
巻
八
が
終
わ
り
、

そ
の
後
の
宗
派
の
対
立
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
『
法
華
経
』
に
関

心
を
示
し
、
重
視
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
後
の
「
日
蓮
宗
」
の
台
頭
に
つ
い
て
一

切
記
述
が
な
い
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
と
は
い
え
、
『
法
華
経
』
に
対
す
る
強
い

関
心
、
重
視
の
姿
勢
は
、
語
の
使
用
が
少
な
い
、
こ
れ
ら
の
巻
か
ら
も
伺
え
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
さ
ら
に
、
巻
十
四
「
転
変
」
の
巻
を
検
討
し
た
い
。
巻
十
四
は
、
地
名
、
景

勝
、
石
な
ど
の
名
前
の
由
来
を
述
べ
る
巻
で
、
経
典
と
の
結
び
つ
き
は
弱
い
。

経
典
自
体
、
出
典
と
し
て
、
割
り
注
の
形
で
も
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
第
六
「
丹
後
経
が
御
崎
」
の
説
話
で
、
「
経
が
御
崎
」
は
、
昔
、
文
殊
が

竜
宮
で
説
い
た
経
が
そ
の
ま
ま
石
に
な
っ
た
も
の
だ
と
説
明
し
、
別
記
文
で
、

「
今
云
、
妙
吉
祥
海
に
入
て
御
法
を
説
し
は
、
説
法
花
の
時
也
。
」
と
、
そ
の
時
、

説
い
た
経
は
『
法
華
経
』
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
彼
時
は
色
の
経
巻
あ
る

べ
か
ら
ず
」
と
し
、
た
だ
、
盤
石
の
重
な
っ
た
様
子
が
、
巻
い
た
経
を
積
ん
で

あ
る
形
に
似
て
い
た
た
め
、
人
々
が
そ
う
言
っ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、

『
楊
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
重
視
の
姿
勢
　
（
小
椋
愛
子
）

　
　
但
目
連
救
母
経
に
こ
そ
在
世
に
色
の
あ
る
経
巻
あ
る
や
う
に
は
と
か
れ
た

　
　
れ
ど
、
彼
閨
期
。

と
、
『
目
連
救
母
経
』
に
、
「
色
の
経
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
自

体
、
偽
経
で
は
な
い
か
と
す
る
。
別
記
文
で
、
文
殊
が
説
い
た
経
を
『
法
華
経
』

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
で
、
「
文
殊
大
聖
竜
宮
に
至
り
説
給
ひ
し
御
綱
」

の
「
御
経
」
は
、
『
法
華
経
』
を
指
す
。
経
典
に
、
接
頭
語
を
つ
け
、
経
典
自
体

を
敬
う
。
『
法
華
経
』
に
対
す
る
作
者
の
姿
勢
が
伺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ロ

　
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
の
使
用
例
が
全
く
な
い
の
は
、
巻
十
三
の
「
怨
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
巻
十
六
の
「
霊
剣
」
の
二
巻
。
巻
十
三
は
、
「
怨
念
」
の
表
題
が
示
す
よ
う

に
、
主
に
執
着
の
深
さ
、
思
い
の
深
さ
が
も
た
ら
す
災
い
、
そ
れ
に
伴
い
、
起

き
る
不
思
議
の
話
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
橘
の
木
を
愛
し
て
執
着
し
た
為
、
死

後
、
蛇
と
な
っ
た
話
、
三
井
寺
の
頼
豪
が
、
戒
壇
建
立
を
許
さ
れ
ず
、
怨
霊
に

な
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
鼠
と
な
っ
て
叡
山
の
経
典
を
食
い
荒
ら
し
た
話
、
橘

の
実
に
執
着
し
、
死
後
、
橘
に
付
く
虫
と
な
っ
て
、
実
を
食
べ
る
話
、
夫
婦
の

思
い
が
強
く
、
妻
に
先
立
た
れ
た
夫
の
思
い
の
深
さ
に
よ
り
、
亡
き
妻
が
夫
に

会
い
に
来
る
話
な
ど
で
あ
る
。
不
思
議
の
現
象
、
事
象
に
重
点
を
置
く
。
そ
の

為
、
特
定
の
経
典
の
教
え
を
以
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
難
し
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
と
は
い
え
、
僧
で
あ
る
の
に
執
着
心
を
示
し
た
の
は
「
浅
増
し
」
い
こ

と
で
あ
る
と
か
、
高
僧
の
言
葉
を
引
き
、
執
着
す
る
こ
と
の
業
の
深
さ
、
恐
ろ

し
さ
を
述
べ
る
な
ど
、
仏
教
の
立
場
で
解
釈
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
巻
十
六
の
「
霊
剣
」
で
は
、
冒
頭
、

　
　
天
竺
に
は
さ
し
て
編
剣
を
　
る
に
あ
り
と
も
　
論
に
は
　
　
　
ら
ず
。
管

三
七
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
－
　
第
三
十
一
号

　
　
見
の
ゆ
へ
な
る
べ
し
。

と
あ
り
、
霊
剣
の
話
が
「
経
典
」
に
は
な
く
、
そ
の
例
が
な
い
故
に
記
述
で
き

な
い
と
す
る
。
こ
の
一
文
を
付
す
こ
と
で
、
例
が
な
い
故
に
記
述
は
し
な
い

が
、
作
者
の
仏
教
へ
の
関
心
が
伺
え
る
。

　
類
似
し
た
記
述
は
、
他
の
巻
、
巻
十
八
「
鏡
」
の
冒
頭
話
に
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
ベ
て
鏡
に
こ
そ
不
思
儀
は
多
く
侍
め
れ
。
ー

　
　
当

と
、
日
本
で
は
、
（
教
義
と
し
て
）
「
鏡
」
は
神
道
と
結
び
つ
く
が
、
日
本
以
外

で
は
仏
家
で
尊
ま
れ
、
仏
教
の
教
義
と
結
び
つ
く
と
明
記
す
る
。
こ
こ
で
も
仏

教
を
強
く
意
識
し
、
最
終
話
の
第
十
「
諸
宗
鏡
像
警
」
で
は
、

　
　
さ
て
我
ら
衆
生
は
こ
　
、
、
．
、
の
明
現
を
信
じ
て
現
当
の
悉
地
を
成
就
す
べ

　
　
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
・
…
夫
此
ー
明
鏑
な
り
。

と
す
る
。
ま
た
、
「
此
経
」
と
は
、
そ
の
前
後
の
文
か
ら
『
法
華
経
』
を
指
し
、
『
法

華
経
』
の
正
当
性
を
高
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
に
『
法
華
経
』
重
視
の
意
図
が
あ
る

と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
の
傾
向
は
ど
う
か
。
先
に
挙
げ
た
［
表
＝
か

ら
、
巻
一
、
巻
十
九
「
辞
分
、
仏
語
」
、
巻
二
十
「
同
名
、
異
名
、
未
明
」
、
巻

二
十
三
「
雑
」
で
、
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
の
使
用
が
多
い
。
巻
十
九
は
、

「
辞
分
、
仏
語
」
の
表
題
を
付
し
、
「
辞
分
」
で
は
、
歌
語
が
、
ど
の
よ
う
に
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

歌
の
中
で
使
わ
れ
る
か
を
列
挙
す
る
。
そ
こ
で
は
、
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
は

一
例
も
な
く
、
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
が
多
く
見
え
る
の
は
、
巻
の
後
半
「
仏

語
」
の
箇
所
で
あ
る
。
「
仏
語
」
は
第
一
「
方
便
」
、
第
二
「
方
等
」
、
第
三
「
般

若
」
、
第
四
「
法
眼
浄
」
、
第
五
「
真
浄
法
無
上
」
、
第
六
「
円
教
」
の
全
六
話
で

あ
る
。
ど
の
説
話
に
も
、
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
を
多
く
使
用
す
る
が
、
特
に
、

第
五
「
真
浄
法
無
上
」
で
、
『
法
華
経
』
の
異
名
を
「
無
上
の
法
と
も
又
は
深
奥

の
法
と
も
妙
法
と
も
説
れ
た
る
は
」
と
列
挙
す
る
。
他
の
説
話
で
も
、
別
名
で

言
い
換
え
て
お
り
、
故
に
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
の
使
用
頻
度
が
高
く
な
る
。

巻
二
十
も
「
同
名
、
異
名
、
未
明
」
の
表
題
が
示
す
と
お
り
、
一
の
事
柄
を
別

の
用
語
で
言
い
換
え
た
り
、
そ
の
異
名
を
羅
列
す
る
。
「
異
名
」
は
十
五
の
説
話

か
ら
成
り
、
末
尾
の
四
話
が
仏
教
に
関
係
す
る
も
の
で
、
第
十
二
「
弥
陀
」
、
第

十
三
「
釈
迦
」
、
第
十
四
「
仏
十
号
」
、
第
十
五
「
法
華
経
」
で
あ
る
。
第
十
五

「
法
華
経
」
で
は
、
十
七
の
異
名
を
列
挙
す
る
。
よ
っ
て
、
『
法
華
経
』
に
関
す

る
語
の
使
用
が
多
く
な
る
。
諸
々
の
経
典
の
内
、
『
法
華
経
』
の
み
異
名
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
と
言
え
よ
う
。

　
巻
十
九
、
二
十
は
、
異
名
を
列
挙
す
る
た
め
に
、
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
の

使
用
頻
度
が
高
く
な
る
と
し
て
、
特
殊
な
巻
と
す
れ
ば
、
巻
一
と
、
巻
二
十
三

「
雑
」
の
使
用
頻
度
が
極
め
て
高
い
。
初
め
と
終
わ
り
が
呼
応
し
て
お
り
、
全
体

を
『
法
華
経
』
、
そ
の
中
の
「
法
花
本
門
」
の
思
想
で
総
括
し
よ
う
と
す
る
意
図

が
明
確
で
あ
り
、
全
体
の
構
成
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
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四
、
他
の
経
典
と
『
法
華
経
』
の
扱
い
の
違
い

　
今
ま
で
『
法
華
経
』
に
関
す
る
使
用
例
を
見
て
き
た
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
は

他
の
経
典
名
も
数
多
く
見
え
る
。
そ
れ
ら
と
、
『
法
華
経
』
と
の
違
い
は
何
か
。

そ
れ
は
、
説
話
の
結
論
と
し
て
、
経
典
の
思
想
で
総
括
す
る
か
、
単
に
具
体
例

と
し
て
列
挙
す
る
か
の
違
い
と
言
え
よ
う
。
『
賢
愚
経
』
や
『
雑
警
喩
経
』
、
『
西

域
記
』
な
ど
の
経
典
名
は
全
体
で
も
特
に
多
く
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

説
話
の
出
典
名
と
し
て
割
り
注
の
形
で
明
記
し
、
異
説
の
引
用
の
典
拠
と
し
て

引
く
。
た
と
え
ば
、
説
話
の
末
尾
で
出
典
を
明
か
す
も
の

　
　
…
願
は
我
生
々
に
財
宝
を
旦
ハ
足
し
遍
く
一
切
に
施
し
、
自
在
を
な
し
、
二

　
　
荘
厳
を
満
ん
と
と
き
給
へ
り
。
以
H
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
第
六
「
戒
日
大
王
」
）

　
　
委
は
閨
劉
川
に
と
か
れ
た
り
。
（
巻
十
「
似
類
下
」
第
十
一
「
善
事
太

　
　
子
」
）

　
　
又
報
恩
樹
に
も
此
説
あ
り
。
（
同
）

と
出
典
明
記
の
形
で
引
く
。
さ
ら
に
、
説
話
の
末
尾
に
割
り
注
の
形
で
全
体

の
出
典
を
記
す
。
ま
た
、

　
　
或
云
、
喜
見
城
の
中
に
十
千
の
大
殿
あ
り
。
毘
瑠
璃
宝
閻
浮
檀
金
、
白
銀

　
　
因
陀
喜
宝
を
よ
び
余
の
七
宝
を
も
て
荘
厳
せ
り
。
閨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
廿
一
「
居
所
」
第
八
「
帝
釈
居
所
」
）
〔
割
り
注
〕

　
　
或
云
、
善
見
城
の
中
に
殊
勝
の
殿
あ
り
。
種
々
の
妙
な
る
宝
を
以
荘
厳

　
　
し
、
諸
天
の
宮
殿
を
蔽
す
。
故
に
殊
勝
殿
と
云
と
云
々
。
讃

　
　
　
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
重
視
の
姿
勢
　
（
小
椋
愛
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
割
り
注
〕

と
、
異
説
一
つ
一
つ
の
出
典
と
し
て
並
列
の
形
で
列
挙
す
る
。
論
の
根
拠
と
し

て
挙
げ
る
こ
と
が
多
い
。

　
そ
れ
に
対
し
、
『
法
華
経
』
の
場
合
は
、
そ
の
説
話
自
体
の
総
括
と
し
て
用
い

る
。
巻
二
、
第
五
「
阿
育
大
王
」
で
は
、
こ
の
世
の
無
常
を
説
き
、
別
記
文
で

　
　
な
ど
や
淵
綱
に
、
「
如
闇
得
灯
、
如
渡
得
船
」
と
と
か
れ
け
る
を
ば
信
じ

　
　
奉
ら
ざ
る
を
や
。
又
「
離
一
切
苦
、
能
解
一
切
生
死
の
縛
」
と
と
か
れ
た

と
、
全
体
の
解
釈
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
第
七
「
常
叡
王
」
で
は
、
こ
の
王
が
、

三
宝
を
信
じ
、
高
僧
を
敬
い
、
よ
く
国
を
治
め
た
こ
と
を
述
べ
、
別
記
文
で

　
　
こ
S
に
ー
五
十
展
転
の
随
喜
の
功
徳
を
八
十
年
の
布

と
、
『
法
華
経
』
の
尊
さ
を
強
調
す
る
。

　
巻
二
十
三
「
雑
」
の
「
曹
蛾
」
で
は
、
そ
の
人
の
果
報
を
述
べ
、
そ
の
末
尾

を　
　
此
経
を
一
念
信
ず
る
功
徳
は
五
度
六
度
乃
至
五
十
展
転
の
授
量
を
拝
給
へ

　
　
り
。
…
以
下
続

と
、
総
括
し
、
経
典
の
功
徳
と
し
て
結
論
づ
け
る
。
同
巻
「
依
小
施
得
大
罪
」

は
、
話
自
体
は
「
雑
讐
喩
経
」
を
引
く
が
、
別
記
文
で

　
　
哀
哉
、
拙
哉
、
法
華
の
本
因
本
果
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
皆
真
実
な
ら
ず
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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事
を
不
レ
知
事
よ
。

と
、
全
体
を
解
釈
す
る
。
ま
た
、
巻
九
「
似
類
上
」
第
十
二
「
穆
王
駿
馬
」
の

別
記
文
で
は

　
　
法
花
経
に
は
、
此
経
の
御
為
に
僧
坊
に
ま
う
で
s
、
し
ば
ら
く
も
聞
奉
ら

　
　
ん
人
は
、
此
御
徳
に
よ
り
身
を
転
じ
て
上
妙
の
象
馬
車
を
え
ん
と
説
れ
た

　
　
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
か
、
る
縁
を
や
結
ば
せ
給
ひ
け
ん
、
ゆ
か
し
。

　
　
…
以
下
続

と
、
『
法
華
経
』
の
功
徳
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、

　
　
又
、
お
な
じ
仏
の
御
法
な
れ
共
、
仏
に
な
る
道
は
お
ほ
か
ら
ず
。
ロ
バ
法
花

　
　
本
門
に
か
ぎ
れ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
第
九
「
教
起
」
）

　
　
法
花
誹
誘
の
者
お
ち
ば
展
転
無
数
劫
を
経
と
法
花
経
に
は
説
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
一
「
居
所
」
第
十
一
「
地
獄
」
）

　
　
…
…
爾
前
　
門
の
心
は
法
身
に
よ
せ
て
三
身
常
住
の
旨
を
ば
説
や
う
な
れ

　
　
ど
も
、
報
応
ひ
と
り
常
住
と
は
と
か
ざ
る
事
又
か
く
の
ご
と
し
。
ロ
ハ
掴
門

　
　
の
み
一
一
　
吊
　
と
は
⊃
＝
。
・
へ
り
　
（
巻
二
十
三
「
雑
」
・
「
犯
法
鬼
」
別
記
文
）

な
ど
、
他
経
と
比
較
し
、
そ
の
優
位
性
、
正
当
性
を
強
調
す
る
。
「
　
門
」
に
対

し
て
「
本
門
」
を
強
調
し
、
「
本
門
」
を
優
位
と
す
る
。
ま
た
、
「
法
花
本
門
の

心
」
と
し
て
、
説
話
の
解
釈
を
し
、
総
括
す
る
。
『
法
華
経
』
を
一
話
の
具
体
例

と
し
て
引
く
こ
と
は
な
く
、
そ
の
思
想
で
説
話
の
読
み
を
提
示
す
る
。

　
以
上
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
に
『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
名
は
、
数
多
く
見
え
る

が
、
そ
の
引
き
方
は
用
例
、
具
体
例
と
し
て
の
提
示
で
あ
り
、
思
想
を
以
て
説

話
を
解
釈
、
総
括
す
る
『
法
華
経
』
と
は
位
相
を
異
に
す
る
こ
と
、
『
法
華
経
』

四
〇

を
重
視
す
る
姿
勢
が
全
体
に
及
ぶ
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
巻
十
一
「
知
識
」
の
、
「
藤
原
時
氏
」
等
、

　
　
…
藤
原
時
氏
と
申
て
法
華
信
受
の
人
な
り
。
…
或
時
、
此
御
綱
を
劃

　
　
鼻
（
読
点
筆
者
）

と
、
『
法
華
経
』
に
接
頭
語
を
付
し
、
さ
ら
に
、
法
華
信
受
の
「
時
氏
」
に
対
し

て
も
尊
敬
表
現
を
用
い
る
。
こ
れ
も
、
作
者
の
『
法
華
経
』
に
対
す
る
扱
い
が
、

他
の
経
典
と
は
異
な
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。

五
、
全
体
の
構
想
と
巻
一
と
の
相
関

　
先
に
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
巻
一
と
巻
二
十
三
、
い
わ
ゆ
る

最
初
と
末
尾
の
巻
に
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
が
多
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ

れ
は
巻
一
の
論
理
展
開
と
類
似
す
る
。
巻
一
、
第
一
「
戯
実
」
は
物
づ
く
し
の

説
話
で
あ
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
る
中
で
、
た
と
え
ば
、
「
に
く
き
物
」
と
し
て

「
か
み
そ
り
と
に
、
そ
り
く
つ
の
ま
じ
り
た
る
」
、
「
ひ
さ
う
す
る
物
こ
ふ
人
」
な

ど
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
末
尾
を
「
仏
計
こ
そ
万
に
つ
け
て
に
く
み
思
召
御
心
は

ま
し
ま
さ
ね
。
其
人
命
終
入
阿
鼻
獄
と
法
花
経
に
説
給
ひ
し
は
、
に
く
ま
せ
給

ふ
に
は
侍
ら
ず
。
不
信
殿
諺
の
と
が
を
い
ま
し
め
ま
し
ま
す
計
也
。
」
と
、
仏
、

仏
教
に
関
係
し
た
例
で
ま
と
め
る
。
こ
の
末
尾
を
仏
教
で
総
括
す
る
方
法
は
、

巻
一
全
体
に
通
じ
、
こ
の
冒
頭
話
は
、
巻
一
の
縮
図
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
関
係
は
、
巻
一
と
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
『
楊
鴫

暁
筆
』
の
、
最
初
の
巻
と
、
末
尾
の
巻
に
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
を
多
く
使
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用
し
て
い
る
こ
と
は
、
全
体
を
『
法
華
経
』
の
思
想
、
仏
教
で
統
括
し
て
い
る

と
言
え
、
ま
さ
に
、
巻
一
全
体
と
そ
の
冒
頭
話
、
（
第
一
話
「
戯
実
」
）
の
関
係

と
同
じ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
巻
一
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
の
縮
図
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
、
と
り
わ
け
、
そ
の
第
一
話
が
そ
れ
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
巻
一
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
自

体
、
一
見
様
々
な
説
話
を
収
め
、
一
貫
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
全
体
を
ま
と

め
よ
う
と
す
る
意
識
は
強
く
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

六
、
ま
と
め

　
以
上
、
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
の
使
用
の
あ
り
方
か
ら
、
仏
教
、
『
法
華
経
』

で
総
括
す
る
意
図
が
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
に
及
ぶ
こ
と
を
確
認
し
、
全
体
を
総

括
す
る
意
図
、
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
「
法
花
本
門
」
を
「
迩
門
」
の

対
義
で
用
い
、
「
述
門
」
に
対
し
て
「
本
門
」
の
優
位
性
を
暗
に
述
べ
る
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
作
者
は
『
続
扶
桑
拾
葉
集
』
の
記
述
か
ら
、
日
信
と
い
う
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
宗
の
僧
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
法
花
本
門
」
に
ま
つ
わ

る
語
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
蓮
に
つ
い
て
の
記
載
は
全
く
み
ら
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
蓮
の
「
本
門
思
想
」

と
い
う
と
、
独
自
性
が
強
調
さ
れ
る
が
、
「
荊
渓
大
師
湛
然
」
の
説
を
基
調
と
し

て
教
理
を
主
張
し
た
り
、
「
智
証
大
師
円
珍
」
な
ど
天
台
の
口
伝
法
門
の
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

大
き
く
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
蓮
の
著
作
も
「
荊
渓
」
な
ど
の
説

を
多
く
引
く
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
、
全
体
に
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
が
「
荊
渓

『
楊
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
重
視
の
姿
勢
　
（
小
椋
愛
子
）

云
…
」
、
「
大
師
云
」
、
「
大
師
は
…
…
と
釈
せ
り
」
、
「
天
台
で
は
…
釈
せ
り
」
と

い
っ
た
解
釈
と
一
諸
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
、
関
連
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
体

の
構
想
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
作
者
、
成
立
論
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
と
言

え
よ
う
。注

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

拙
稿
「
『
楊
鴫
暁
筆
』
説
話
の
論
理
展
開
の
方
法
と
配
列
－
巻
一
を
中
心
に
ー
」

（『

､
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
2
8
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

『
楊
鴫
暁
筆
』
引
用
テ
ク
ス
ト
は
、
市
古
貞
次
校
注
『
楊
鴫
暁
筆
』
（
三
弥
井
書
店
）

に
よ
る
。
な
お
、
引
用
に
適
宜
、
傍
線
を
付
し
た
。

『
日
本
仏
教
史
辞
典
』
今
泉
淑
夫
　
編
集
（
吉
川
弘
文
館
）
一
九
九
九
年
十
一
月
第
一

版
第
一
刷
発
行

『
日
本
仏
教
語
辞
典
』
岩
本
裕
　
著
（
平
凡
社
一
九
八
八
年
・
五
月
発
行
）
、
『
新
・
佛

教
辞
典
』
中
村
元
　
監
修
（
誠
信
書
房
、
平
成
十
一
年
三
月
増
補
第
二
十
一
刷
発
行

〈
初
版
は
昭
和
三
十
七
年
六
月
発
行
〉
）
に
拠
る
。

「
怨
念
」
の
表
題
は
非
常
に
珍
し
い
。
『
太
平
広
記
』
、
『
太
平
御
覧
』
に
も
、
「
怨
念
」

の
部
立
は
な
く
、
ま
た
、
『
法
苑
珠
林
』
に
も
、
見
ら
れ
な
い
。
日
本
の
類
書
、
『
塵

添
塩
嚢
妙
』
、
『
天
台
名
目
類
聚
紗
』
に
も
、
例
を
見
な
い
。

巻
十
二
「
因
果
」
の
巻
に
、
「
妙
法
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
法
華
経
』
を
指
す
と
考

え
る
よ
り
、
「
仏
教
の
教
え
」
と
い
う
意
味
で
、
と
ら
え
た
方
が
よ
い
か
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
巻
も
、
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
の
用
例
の
な
い
巻
と
な
る
。
こ
の
巻
は
、
今
の

前
世
、
今
の
徳
の
原
因
を
説
く
も
の
で
、
天
竺
、
震
旦
の
話
が
多
い
。
や
は
り
、
宗

教
間
で
の
仏
教
の
優
位
を
強
調
す
る
。
前
世
の
因
果
を
説
き
、
全
体
が
、
仏
教
思
想

四
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の
話
で
あ
る
。
『
法
華
経
』
に
関
す
る
語
は
な
い
が
、
仏
教
思
想
の
、
色
濃
い
巻
と
い

　
　
え
る
。

（
6
）
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
伊
東
玉
美
「
楊
鴫
暁
筆
」
項
（
明
治
書
院
）
、
『
楊
鴫
暁

　
　
筆
』
市
古
貞
次
　
校
注
（
三
弥
井
書
店
）
解
説
に
拠
る
。

（
7
）
武
覚
超
「
日
本
天
台
と
日
蓮
－
特
に
本
門
思
想
に
つ
い
て
ー
」
（
『
叡
山
学
院
研

　
　
究
紀
要
』
7
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

四
二
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